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〈
論
文
〉

フ
ラ
ン
ス
知
識
人
が
見
た
日
本
の
大
陸
・
植
民
地
政
策 （
一
）

─
満
州
事
変
前
後
を
中
心
に

─

ワ
シ
ー
リ
ー
・
モ
ロ
ジ
ャ
コ
フ

要
旨　

本
論
文
で
は
、
満
州
事
変
前
後
を
中
心
に
、
日
本
大
陸
政
策
・
植
民
政
策
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
知
識
人
の
見
方
を
調
査
・
分
析
す
る
。
列
強

の
政
府
と
政
治
エ
リ
ー
ト
が
、
満
州
へ
の
日
本
の
拡
大
・
進
出
を
「
侵
略
」
と
批
判
し
た
時
、
欧
米
の
世
論
と
メ
デ
ィ
ア
は
ほ
と
ん
ど
全
て
反
日
に

な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
政
府
も
日
本
の
政
策
を
非
難
し
た
が
、
知
識
人
の
一
部
、
主
に
右
翼
評
論
家
は
、
日
本
の
行
動
を
支
持
、
弁
護
し
て
い
た
。
本

論
文
は
主
に
、
中
国
国
内
の
「
無
秩
序
」
と
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
「
赤
い
侵
略
」
を
非
難
す
る
一
方
で
、
日
本
を
「
秩
序
の
代
表
」
と
見
な
し
た

フ
ラ
ン
ス
人
政
治
評
論
家
・
法
学
者
の
著
作
を
検
討
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
、
右
翼
知
識
人
、
大
陸
政
策
、
植
民
政
策

満
州
事
変
以
後
、
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
の
東
亜
政
策
に
対
し
て
、
海
外
、
特
に
欧
米
の
評
価
は
基
本
的
に
否
定
的
で
あ
っ
た
。
国
際

連
盟
の
主
要
国
の
一
つ
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
政
府
の
立
場
は
比
較
的
反
日
だ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
知
識

人
の
一
部
、
右
翼
の
政
治
評
論
家
と
法
学
者
の
評
価
は
明
ら
か
に
親
日
で
あ
っ
た
。
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な
ぜ
フ
ラ
ン
ス
の
右
翼
思
想
家
・
評
論
家
は
日
本
の
大
陸
政
策
を
支
持
し
た
の
か
？

満
州
事
変
勃
発
直
後
、
欧
米
で
は
当
初
、
日
本
軍
、
の
ち
に
日
本
政
府
の
政
策
に
対
し
て
基
本
的
に
批
判
的
、
な
い
し
消
極
的
な
判
断
・

評
価
を
下
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
政
府
と
政
界
、
大
新
聞
、
政
治
評
論
家
を
含
め
た
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
メ
ー

カ
ー
の
大
部
分
は
、
日
本
の
行
動
を
国
際
法
、
国
際
条
約
に
違
反
す
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
侵
略
と
し
て
非
難
し
て
い
た
。
国
際
連
盟
の

立
場
も
同
様
で
あ
る
。
国
際
連
盟
の
日
本
代
表
で
あ
っ
た
駐
フ
ラ
ン
ス
大
使
芳
澤
謙
吉
は
、
六
年
間
に
わ
た
り
中
華
民
国
公
使
も
経
験
し

た
ベ
テ
ラ
ン
外
交
官
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
立
場
を
う
ま
く
説
明
し
、
自
国
の
利
益
を
主
張
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
き

な
か
っ
た
。

そ
の
結
果
、
日
本
の
政
策
に
対
す
る
当
時
の
い
わ
ゆ
る
「
世
界
思
潮
」
は
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
」
に
な
り
、
戦
後
の
世
論
と
評
価
に
決
定
的

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
し
か
し
、
渡
辺
利
夫
氏
の
見
解
の
通
り
、「
当
時
の
日
本
が
国
際
的
に
お
か
れ
て
い
た
状
況
を
考
え
れ
ば
、
満
州
事

変
に
関
す
る
戦
後
の
通
説
は
ま
ち
が
い
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
歴
史
は
善
悪
で
論
じ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
々
に
与
え
ら
れ

て
い
た
条
件
の
中
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
で
あ
る（

（
（

。　

当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
多
少
な
り
と
日
本
の
東
亜
大
陸
政
策
を
支
持
し
、
少
な
く
と
も
批
判
し
な
か
っ
た
政
治
家
や
オ
ピ
ニ
オ

ン
・
メ
ー
カ
ー
は
少
な
か
っ
た
が
、
彼
ら
の
言
説
に
は
特
に
興
味
を
惹
か
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
日
本
の
東
亜
政
策
及
び
植
民
政
策

を
も
っ
と
も
高
く
評
価
し
た
政
治
勢
力
は
、
王
党
派
の
主
要
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
団
体
と
し
て
知
ら
れ
る
「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー

ズ
」（A
ction française.,

「
フ
ラ
ン
ス
的
行
動
」 

の
意
味
）
と
そ
の
機
関
紙
で
あ
る1908

年
創
刊
の
同
名
日
刊
新
聞
で
あ
っ
た（

（
（

。

「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
」
は
、
一
八
九
四
年
に
発
生
し
た
ド
レ
フ
ュ
ス
事
件
に
お
け
る
既
存
の
国
粋
主
義
政
治
勢
力
と
世
論
に
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対
す
る
不
満
を
代
表
す
る
運
動
と
し
て
起
こ
り
、
一
九
〇
五
年
に
政
治
団
体
と
し
て
発
足
し
た
。
当
初
、
反
ド
レ
フ
ュ
ス
派
の
知
識
人
を

中
心
に
結
成
さ
れ
、
間
も
な
く
王
政
支
持
に
転
じ
、
の
ち
に
最
も
徹
底
し
た
反
共
和
主
義
の
運
動
と
し
て
相
当
の
影
響
力
を
持
っ
た
。
ド

レ
フ
ュ
ス
事
件
か
ら
起
こ
っ
た
「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
」
の
政
治
的
立
場
は
、
反
ド
イ
ツ
、
反
ユ
ダ
ヤ
、
反
来
住
者
（
い
わ
ゆ

る
「
異
国
人
」）
の
超
国
家
主
義
的
運
動
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
内
政
面
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
制
、
議
会
・
政
党
制
を
激
し
く

批
判
し
て
、
反
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
、
反
金
満
家
、
反
社
会
主
義
を
主
張
し
た
。
ま
た
国
際
政
治
面
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
政
策
、
す
な

わ
ち
海
外
に
お
け
る
植
民
の
拡
大
、
植
民
地
の
開
発
を
積
極
的
に
支
持
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
際
に
は
、
対
独
徹
底
抗
戦
を
主
張
す

る
論
陣
を
張
り
政
府
へ
の
攻
撃
は
控
え
た
。
戦
後
は
、
反
共
の
旗
印
を
掲
げ
て
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
治
下
の
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
コ
治
下
の

ス
ペ
イ
ン
と
の
提
携
を
主
張
し
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
接
近
し
た
と
い
わ
れ
る
。

「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
」
の
中
心
的
な
活
動
家
は
、
当
時
の
代
表
的
右
翼
知
識
人
の
四
人
で
あ
っ
た
。
一
人
目
は
、
気
鋭
の
文

学
者
、
詩
人
、
政
治
理
論
家
の
シ
ャ
ル
ル
・
モ
ー
ラ
ス （Charles M

aurras; 1868 -1952

）、
二
人
目
は
、
著
名
な
小
説
家
ア
ル
フ
ォ
ン

ス
・
ド
ー
デ
の
息
子
で
、
作
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
評
論
家
の
レ
オ
ン
・
ド
ー
デ （Leon D

audet; 1867 -1942

）、
三
人
目
は
、
政
治

評
論
家
及
び
活
動
家
の
モ
ー
リ
ス
・
ピ
ュ
ジ
ョ（M

aurice Pujo; 1872 -1955

）、
そ
し
て
最
も
若
か
っ
た
四
人
目
は
、
歴
史
家
及
び
国
際

政
治
評
論
家
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
バ
ン
ヴ
ィ
ル （Jacques Bainville; 1879 -1936

） 

で
あ
っ
た
。

「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
」
の
こ
の
四
本
の
「
柱
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
「
分
業
」
が
存
在
し
た
。
耳
が
か
な
り
不
自
由
で
あ
っ

た
モ
ー
ラ
ス
は
、
主
に
原
稿
を
執
筆
し
て
、
多
数
の
政
治
論
文
・
記
事
を
通
し
て
団
体
の
立
場
を
説
明
し
て
い
た（

（
（

。
ド
ー
デ
は
、
積
極
的

な
文
学
活
動
と
共
に
議
会
議
員
と
し
て
政
治
活
動
を
主
体
と
し
て
い
た
。
ピ
ュ
ジ
ョ
は
新
聞
と
事
務
局
を
担
当
し
て
、「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
フ

ラ
ン
セ
ー
ズ
」
の
青
年
団
体
を
指
導
し
て
い
た
。
バ
ン
ヴ
ィ
ル
は
多
数
の
著
作
を
執
筆
す
る
と
共
に
講
演
会
・
学
会
で
運
動
の
思
想
を
宣

伝
し
て
い
た
。
四
人
の
中
で
は
モ
ー
ラ
ス
が
一
番
有
名
で
、
思
想
的
な
影
響
力
も
最
も
強
か
っ
た
が
、
一
般
人
向
け
に
は
ド
ー
デ
の
作
品
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が
最
も
広
く
読
ま
れ
た
。

機
関
紙
『
ア
ク
シ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
』
は
、
右
翼
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
及
び
知
識
人
向
け
の
新
聞
で
あ
っ
た
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
他

の
大
新
聞
と
違
い
政
治
的
な
影
響
力
は
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
モ
ー
ラ
ス
等
と
立
場
と
見
解
を
異
に
す
る
エ
リ
ー
ト
の
政
治
家
及
び
文
人

に
は
か
え
っ
て
よ
く
読
ま
れ
て
い
た
た
め
、
同
紙
は
重
要
な
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
」
と
そ
の
機
関
紙
は
、
満
州
事
変
勃
発
直
後
で
も
、
日
本
の
「
侵
略
的
」
東
亜
政
策
を
批
判
せ

ず
、
あ
る
程
度
支
持
し
た
の
か
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
」
は
、
王
党
派
の
政
治
団
体
と
し
て
オ
ル
レ
ア
ン
家
の
王
政
復
古
を
宣
伝
し
た
が
、
実
際
に
王
権
を
政

治
的
に
回
復
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
だ
と
理
解
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
運
動
の
目
的
、
な
い
し
夢
は
、
王
を
国
家
の
精
神
的
支
柱

に
据
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
モ
ー
ラ
ス
等
の
政
治
的
理
想
が
「
中
世
風
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
」、「
反
モ
ダ
ン
主
義
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
は
そ

の
た
め
で
あ
る
。
モ
ー
ラ
ス
の
王
権
論
を
詳
し
く
検
討
す
る
の
は
本
稿
の
フ
レ
ー
ム
外
だ
が
、
彼
ら
の
理
想
と
す
る
王
と
戦
前
日
本
の
天

皇
に
相
通
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
と
結
論
す
る
の
は
間
違
い
で
は
な
い
。

反
共
・
反
革
命
の
団
体
と
し
て
の
「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
」
は
、
中
国
を
共
産
主
義
・
革
命
運
動
の
根
源
地
で
あ
り
、
カ
オ

ス
（
無
秩
序
）
に
近
い
危
な
い
地
域
と
見
な
し
て
い
た
。
一
言
で
い
え
ば
、
満
州
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
や
中
国
の
軍
国
主
義
者
よ
り
も
日

本
が
統
制
し
た
方
が
、
安
定
、
安
心
が
得
ら
れ
る
と
考
え
て
い
た
。
日
本
は
東
亜
に
お
け
る
ソ
連
の
影
響
と
侵
略
を
制
止
す
る
、
制
止
で

き
る
力
と
見
ら
れ
た
。
モ
ー
ラ
ス
等
は
、
日
本
も
ロ
シ
ア
も
同
じ
く
「
ア
ジ
ア
的
」
国
家
で
あ
る
と
評
し
た
が
、
労
農
ロ
シ
ア
は
反
共
日

本
よ
り
倍
く
ら
い
危
な
い
、
と
確
信
し
て
い
た
。

「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
」
は
、
列
強
の
植
民
政
策
を
「
文
明
化
」
を
促
す
も
の
と
し
て
支
持
し
て
い
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
と
他

の
列
強
と
の
間
に
起
こ
り
う
る
競
争
に
つ
い
て
は
常
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
。
満
州
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
は
特
権
、
財
産
と
利
益
を
あ
ま
り
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持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
日
本
は
そ
の
競
争
者
と
見
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
政
策
と
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
政
策
が
、「
外

地
」
と
「
植
民
地
」
の
理
論
、
本
国
と
の
関
係
論
に
お
い
て
異
な
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
台
湾
と
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
の
植
民

地
政
策
は
「
イ
ギ
リ
ス
・
モ
デ
ル
」
よ
り
「
フ
ラ
ン
ス
・
モ
デ
ル
」
に
比
較
的
近
か
っ
た
と
結
論
で
き
る
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
保
守
主
義

者
は
、
そ
の
政
策
に
対
す
る
興
味
に
限
ら
ず
、
日
本
に
対
し
て
シ
ン
パ
シ
ー
を
持
っ
て
い
た
。

ジ
ャ
ッ
ク
・
バ
ン
ヴ
ィ
ル
が
日
本
の
満
州
政
策
を
評
価
す
る

歴
史
家
、
政
治
評
論
家
と
し
て
ジ
ャ
ッ
ク
・
バ
ン
ヴ
ィ
ル
の
最
大
の
関
心
事
ま
た
は
心
配
事
は
、
仏
独
関
係
、
特
に
ド
イ
ツ
と
の
対
立
、

闘
争
で
あ
っ
た
。
バ
ン
ヴ
ィ
ル
は
、
日
本
を
訪
問
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
日
本
と
の
出
会
い
は
あ
っ
た
。

一
九
二
一
年
に
日
本
の
皇
太
子
（
の
ち
の
昭
和
天
皇
）
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
訪
問
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
共
和
国
で
あ
っ
た
が
、
皇
太
子
の

公
式
訪
問
は
政
治
的
に
も
精
神
的
に
も
大
事
な
で
き
ご
と
と
見
ら
れ
た
。
六
月
四
日
に
バ
ン
ヴ
ィ
ル
は
、
新
聞
『
ア
ク
シ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン

セ
ー
ズ
』
で
、
一
般
フ
ラ
ン
ス
人
読
者
向
け
に
以
下
の
通
り
述
べ
た
。

「
日
本
は
、
外
国
人
に
向
け
て
開
国
し
て
か
ら
ま
だ
半
世
紀
ほ
ど
で
あ
る
が
、
そ
の
短
い
期
間
に
素
晴
ら
し
い
道
を
歩
い
て
き
た
！

今
日
パ
リ
に
到
着
し
た
若
い
皇
太
子
は
神
様
の
子
孫
で
あ
る
。
…
…
天
か
ら
き
た
民
族
の
皇
太
子
は
、
国
民
信
仰
の
神
様
で
あ
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
見
学
す
る
た
め
に
初
め
て
祖
先
の
国
を
離
れ
た
。

ヒ
ロ
ヒ
ト
皇
太
子
は
二
十
歳
で
あ
る
。
そ
れ
は
青
春
で
あ
る
。
皇
太
子
は
、
古
代
の
起
源
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
若
い
国
家
、
面
目

を
一
新
し
た
国
家
を
代
表
し
て
い
る
。
二
十
歳
に
は
、
未
来
が
開
い
か
れ
て
い
る
。
日
本
は
、
拡
大
し
、
豊
か
に
な
り
、
生
命
力
に
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あ
ふ
れ
た
国
家
と
し
て
未
来
か
ら
の
呼
び
掛
け
を
熱
情
的
に
聞
い
て
い
る
」。

バ
ン
ヴ
ィ
ル
の
記
事
に
は
、
皇
太
子
の
訪
問
に
対
す
る
熱
情
的
な
反
応
ば
か
り
で
な
く
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
事
情
の
分
析
も
示
さ
れ
て

い
る
。「

皇
太
子
が
天
皇
に
な
る
時
代
に
は
、
極
東
で
重
大
な
変
化
が
起
こ
る
で
あ
ろ
う
、
と
予
言
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
日

本
が
ア
メ
リ
カ
と
同
じ
よ
う
に
多
数
の
軍
艦
を
作
る
の
で
、
太
平
洋
は
ま
す
ま
す
手
強
い
地
域
に
な
る
。
無
政
府
状
態
に
入
っ
た
中

国
で
は
、
日
本
の
影
響
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
ボ
ル
シ
ェ
ビ
ズ
ム
の
接
近
、
イ
ン
ド
で
の
民
族
運
動
な
ど
は
、
ア
ジ
ア
の
安
全
へ
の

脅
威
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
日
本
は
政
治
的
に
も
軍
事
的
に
も
地
域
の
主
要
な
調
停
者
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ヒ
ロ
ヒ
ト
皇
太
子
が
成

年
に
な
る
時
、
我
ら
の
目
の
前
に
生
ま
れ
出
た
問
題
も
成
熟
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い（

（
（

」。

十
年
後
、
満
州
事
変
が
勃
発
し
た
。
一
九
三
一
年
十
月
十
六
日
に
バ
ン
ヴ
ィ
ル
は
、
満
州
問
題
を
検
討
し
た
際
、
日
本
の
人
口
過
剰
問

題
の
重
要
性
を
強
調
し
て
、
満
州
の
日
本
人
開
拓
は
そ
の
解
決
策
だ
、
と
述
べ
た
。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
人
評
論
家
の
見
解
に
よ
る
と
、
日
本

の
満
州
進
出
は
主
に
経
済
的
で
あ
り
、
地
域
発
達
の
た
め
に
重
要
で
あ
っ
た（

（
（

。

一
九
三
二
年
。
二
月
の
第
一
次
上
海
事
変
に
対
し
て
バ
ン
ヴ
ィ
ル
は
、「
中
国
も
日
本
も
侵
略
者
の
よ
う
に
は
見
え
な
い
政
策
を
行
っ

て
い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
、
停
戦
協
定
を
歓
迎
し
た
が
、
国
際
連
盟
の
「
親
中
」
的
立
場
を
慎
重
に
批
判
し
た
。「
極
東
の
問
題
に
は
、

言
葉
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
状
態
が
残
さ
れ
て
い
る
」、
と
こ
の
政
治
評
論
家
は
強
調
し
た（

（
（

。
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極
東
の
問
題
は
言
葉
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
と
論
じ
た
バ
ン
ヴ
ィ
ル
の
予
言
は
正
し
か
っ
た
。
一
年
後
、
一
九
三
三
年
二
月
二
十
五

日
に
日
本
が
国
際
連
盟
か
ら
脱
退
し
た
際
、
バ
ン
ヴ
ィ
ル
は
国
際
連
盟
の
反
日
行
動
を
大
き
な
声
で
批
判
し
た
。「
連
盟
は
、
被
害
を
考
え

ず
日
本
よ
り
中
国
の
方
を
好
ん
だ
。
…
…
常
識
に
そ
む
い
て
連
盟
は
中
国
、
こ
の
無
秩
序
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
、
半
ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
の
中

国
を
選
ん
だ（

（
（

」。

同
日
の
別
の
記
事
で
も
、「
連
盟
が
日
本
を
追
放
す
る
た
め
に
行
っ
た
裏
面
工
作
は
や
が
て
明
白
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
日
本
が
脱
退
し
た

の
で
は
な
く
、
連
盟
が
日
本
を
追
放
し
た
の
で
あ
る
。
…
…
国
際
連
盟
が
い
わ
ゆ
る
南
京
政
府
を
好
ん
だ
理
由
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
も
そ
の
愚
行
を
説
明
で
き
な
い
。
…
…
そ
れ
〔
国
際
連
盟
の
立
場
〕
は
大
き
な
間
違
い
で
あ
る
。
そ
れ
は
極
東
に
お
け
る
掛

け
替
え
の
な
い
西
洋
文
明
の
支
持
者
と
擁
護
者
に
反
対
す
る
行
動
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
日
本
人
は
西
洋
と
の
関
係
を
有
効
に
続
け
る
た

め
の
長
期
的
努
力
を
停
止
す
る
。
残
念
だ
」
と
述
べ
た（

（
（

。

「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
」
の
思
想
に
政
治
的
に
近
か
っ
た
（
し
か
し
王
党
派
で
は
な
い
）
右
翼
の
週
刊
誌
『Je suis partout

』

も
国
際
連
盟
の
立
場
と
方
針
を
同
じ
よ
う
に
判
断
し
た
。「
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
法
律
通
は
、
無
秩
序
を
代
表
す
る
中
国
と
秩
序
を
代
表
す
る
日

本
の
間
に
最
も
適
当
な
選
択
を
し
た
の
か
？（

（1
（

」。
回
答
は
も
ち
ろ
ん
否
定
的
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
右
翼
だ
け
で
は
な
く
、
左
翼
の
一
部
も
中
国
側
よ
り
日
本
側
を
支
持
し
た
。
当
時
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
の
「
若

い
希
望
の
星
」
と
見
な
さ
れ
た
政
治
家
マ
ル
セ
ル
・
デ
ア
（M

arcel D
eat; 1894 -1955

）
は
、
戦
後
の
回
想
録
で
満
州
事
変
を
振
り
返
っ

て
、
以
下
の
と
お
り
述
べ
た
。

「
中
国
の
総
合
的
混
乱
の
前
で
は
日
本
人
が
秩
序
を
代
表
し
て
い
た
こ
と
を
、
否
認
で
き
る
の
か
？　

好
き
嫌
い
は
と
も
か
く
、
そ
の
秩

序
こ
そ
欧
州
の
方
法
を
利
用
し
て
欧
州
文
明
と
不
可
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
否
認
で
き
る
の
か
？　

日
本
人
以
外
、
だ
れ
が
ア
ジ
ア
で
秩

序
を
守
れ
た
の
か
？（

（1
（

」。
の
ち
日
中
戦
争
の
時
に
デ
ア
は
、
国
際
連
盟
の
親
中
・
反
日
の
構
図
を
「
連
盟
の
退
廃
と
脆
弱
の
表
明
」
と
判
断
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し
た（

（1
（

。
バ
ン
ヴ
ィ
ル
の
も
う
一
つ
の
予
言
が
興
味
深
い
。「
日
本
が
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
か
ら
離
れ
て
、
ド
イ
ツ
を
支
持
す
れ
ば
ど
う
な
る

の
か
、
考
え
な
さ
い（

（1
（

」。
日
独
同
盟
或
は
協
力
は
ま
だ
将
来
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ
の
政
治
評
論
家
は
そ
の
可
能
性
、

そ
の
危
険
性
を
見
つ
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
警
告
し
た
の
で
あ
る
。

ジ
ャ
ン
・
レ
イ
法
学
博
士
は
日
本
の
立
場
か
ら
満
州
事
変
を
説
明
す
る

満
州
事
変
勃
発
直
後
、
日
本
政
府
、
外
務
省
な
ど
は
、
西
洋
に
自
国
の
立
場
と
論
拠
を
説
明
す
る
た
め
に
様
々
な
努
力
と
試
み
を
行
っ

た
。
幅
広
い
テ
ー
マ
な
の
で
、
本
稿
で
は
そ
の
結
論
に
限
っ
て
述
べ
る
。
広
報
・
Ｐ
Ｒ
の
技
術
及
び
国
際
世
論
へ
の
影
響
か
ら
見
れ
ば
、

日
本
政
府
の
行
動
は
基
本
的
に
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
主
な
理
由
の
一
つ
は
、
欧
米
人
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
に
対
す
る
理
解
の
欠
如
と
、

こ
の
分
野
に
お
け
る
知
識
の
不
足
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
問
題
の
存
在
と
重
要
性
を
日
本
の
外
交
官
や
官
僚
の
一
部
は
は
っ
き
り
理
解
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
外
務
省
に
は
明
治

時
代
か
ら
外
国
人
顧
問
数
人
が
勤
め
て
お
り
、
海
外
の
大
使
館
・
公
使
館
も
外
国
人
を
顧
問
と
し
て
雇
っ
て
い
た
。
駐
フ
ラ
ン
ス
大
使
館

で
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
法
学
者
・
社
会
科
学
者
の
ジ
ャ
ン
・
レ
イ
博
士
（Jean Ray; 1884 -1943

）
が
法
律
顧
問
と
し
て
招
か
れ
て
い
た
。　

法
律
思
想
・
法
社
会
学
の
専
門
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
レ
イ
博
士
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
解
説
及
び
研
究
論
文
数
冊
を
執
筆
し
て
お

り
、
法
律
の
立
場
か
ら
為
さ
れ
た
国
際
連
盟
の
活
動
に
関
す
る
評
論
の
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
彼
の
も
の
が
よ
く
読
ま
れ
て
い
た
。
斯
界

に
お
け
る
権
威
で
あ
っ
た
。
レ
イ
博
士
と
日
本
と
の
関
係
は
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
始
ま
っ
た
。
正
確
な
年
代
は
不
明
だ
が
、
彼
は
著
書

『
フ
ラ
ン
ス
民
法
研
究
入
門
』（
一
九
一
七
年
執
筆
） 

が
東
京
で
出
版
さ
れ
た （
フ
ラ
ン
ス
語
） 

関
係
で
日
本
を
訪
問
し
て
お
り
、
第
一
次
大
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戦
終
結
直
後
に
駐
フ
ラ
ン
ス
日
本
大
使
館
の
顧
問
に
な
っ
た
。
レ
イ
博
士
は
文
学
も
好
み
、
一
九
二
五
年
に
は
詩
集
を
一
冊
出
し
て
い
る
。

一
九
三
三
年
一
月
十
二
日
か
ら
同
年
二
月
二
十
三
日
ま
で
、
パ
リ
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
財
団
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
九
二
一
～

一
九
二
九
年
に
中
華
民
国
政
府
顧
問
を
務
め
た
民
法
専
門
家
・
パ
リ
大
学
法
学
部
教
授
の
ジ
ャ
ン
・
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
博
士 （Jean Escarra; 

1885-1955
） 
が
、
六
回
の
講
演
を
行
い
、
中
国
側
か
ら
見
た
満
州
事
変
を
紹
介
、
説
明
し
た
。
情
報
・
意
見
の
「
バ
ラ
ン
ス
」
を
考
え
て

同
セ
ン
タ
ー
は
、
日
本
側
の
事
情
を
説
明
す
る
た
め
に
レ
イ
博
士
に
講
演
を
依
頼
し
た
。
一
九
三
三
年
三
月
九
日
か
ら
同
年
五
月
四
日
ま

で
、
彼
は
同
じ
く
六
回
の
講
演
を
行
い
、
日
本
の
立
場
と
政
策
を
説
明
し
た
。
の
ち
に
そ
の
記
録
が
フ
ラ
ン
ス
語
単
行
本
『
満
州
に
お
け

る
日
本
の
立
場
、
作
業
と
政
策
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た（

（1
（

。

「
十
五
年
間
、
日
本
の
政
策
の
諸
々
は
私
の
専
門
、
仕
事
と
ほ
と
ん
ど
毎
日
、
関
係
が
あ
っ
た
」、
と
レ
イ
博
士
は
述
べ
て
、
第
一
回
講

演
『
国
際
連
盟
で
の
満
州
事
変
の
検
討
』
を
始
め
た
。
彼
は
講
演
の
目
的
が
「
日
本
の
立
場
と
政
策
の
説
明
」
に
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り

宣
言
し
、
日
本
政
府
の
「
声
」
と
し
て
話
し
た
。
日
本
政
府
の
満
州
事
変
に
対
す
る
立
場
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
改
め
て

詳
説
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
レ
イ
博
士
の
説
明
は
基
本
的
に
日
本
の
立
場
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
講
演
の
中
に
は
、
歴
史

的
、
文
化
的
に
興
味
深
い
観
察
と
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
人
に
向
け
た
こ
の
講
演
の
中
で
、
レ
イ
博
士
は
、
日
本
が
歴
史
的
、
伝
統
的
に
ア
ジ
ア
の
一
部
で
あ
り
、
東
洋
文
明
と
は
不

可
分
だ
が
、
近
代
国
家
と
し
て
西
洋
文
明
に
近
づ
い
て
い
る
、
と
強
調
し
た
。
こ
う
い
う
見
方
は
彼
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
く
、
当
時
の

フ
ラ
ン
ス
知
識
人
の
一
般
的
日
本
観
を
よ
く
代
表
し
て
い
た
。
レ
イ
博
士
等
の
見
解
に
よ
る
と
、
本
当
の
「
ア
ジ
ア
的
」
国
家
で
あ
る
中

国
と
日
本
と
の
紛
争
は
、
東
洋
世
界
の
中
だ
け
の
闘
争
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
西
洋
（
日
本
）
と
東
洋
（
中
国
）
の
闘
争
で
も
あ
っ
た
。

講
演
の
中
で
彼
は
、
西
洋
の
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
が
中
国
よ
り
日
本
を
支
持
す
る
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
暗
示
し
て
い
る
。

レ
イ
博
士
は
、
ま
ず
有
名
な
「
リ
ッ
ト
ン
報
告
書（

（1
（

」
と
、
そ
れ
に
対
す
る
日
本
政
府
の
回
答
に
基
づ
い
て
日
本
の
事
情
を
分
析
し
た
が
、



― 68 ―

フランス知識人が見た日本の大陸・植民地政策 （一）

そ
の
際
に
報
告
書
に
添
付
さ
れ
た
専
門
家
の
付
録
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。「
共
同
作
業
で
あ
っ
た
報
告
書
よ
り
、 

専
門
家
一
人
一
人
が
準

備
し
た
付
録
文
書
の
価
値
が
も
っ
と
高
い
、
と
私
は
個
人
的
に
考
え
る
」 

と
レ
イ
博
士
は
述
べ
た
。
報
告
書
は
多
数
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ

て
、 
全
世
界
で
よ
く
読
ま
れ
た
が
、 

付
録
は
当
初
、 

英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
み
で 

、
話
題
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
満
州
事
変
の
研

究
に
は
、 「
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
」 

だ
け
で
な
く
、 

そ
の
付
録
も
ち
ゃ
ん
と
利
用
し
な
く
て
い
け
な
い
。
筆
者
も
レ
イ
博
士
と
同
意
見
で
あ
る
。

レ
イ
博
士
が
述
べ
た
通
り
、
そ
の
付
録
文
書
を
準
備
し
た
専
門
家
の
見
解
と
結
論
は
大
筋
で
日
本
を
支
持
し
て
い
る
。
報
告
書
自
体
も

日
本
政
府
の
主
張
の
大
部
分
に
賛
成
し
て
い
た
が
、
す
べ
て
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
日
本
側
は
そ
れ
に
反
対
し
た
。「
報
告
書
の
十
行
の
内

で
九
行
が
日
本
の
立
場
を
支
持
し
て
、
一
行
だ
け
が
異
議
を
唱
え
る
場
合
で
も
、
日
本
側
は
そ
の
異
議
の
一
行
に
こ
だ
わ
っ
て
、
報
告
書

全
体
に
賛
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
レ
イ
博
士
は
コ
メ
ン
ト
し
た
。

第
二
回
講
演
『
中
華
の
主
権
の
問
題
』
の
中
で
レ
イ
博
士
は
、「
具
体
的
な
事
実
に
合
わ
な
い
法
律
の
抽
象
論
」
を
批
判
し
、
中
華
民

国
に
お
け
る
法
律
的
状
態
は
「
特
別
」
で
あ
り
、
国
際
法
一
般
の
適
用
は
で
き
な
い
、
と
述
べ
た
。
満
州
事
変
以
前
に
お
い
て
も
中
華
民

国
は
、
国
際
連
盟
が
定
義
す
る
と
こ
ろ
の
主
権
国
家
の
条
件
に
合
わ
な
い
の
で
、
主
権
国
家
と
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
レ
イ
博
士
は
論
じ

た
。
確
か
に
中
華
民
国
と
列
強
と
の
関
係
は
不
平
等
で
あ
る
が
、
多
数
の
条
約
で
規
制
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
こ
そ
が
現
実
に
見
合
っ

た
国
際
法
だ
と
言
え
る
。

日
本
政
府
の
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
論
拠
を
繰
り
返
し
た
こ
の
フ
ラ
ン
ス
人
法
学
者
は
以
下
の
論
点
を
特
に
強
調
し
た
。
第
一
に
、
満
州

と
い
う
地
域
は
民
族
的
に
も
歴
史
的
に
も
「
支
那
本
部
」
の
一
部
で
は
な
か
っ
た
。
第
二
に
、
一
九
一
一
年
の
革
命
以
前
に
も
中
華
民
国

時
代
に
も
、
張
作
霖
政
権
下
の
満
州
は
ど
の
「
中
国
の
中
央
政
府
」
か
ら
も
政
治
的
に
ほ
と
ん
ど
独
立
し
て
お
り
、
自
身
の
外
交
事
項
と

し
て
、
外
国
と
の
条
約
を
締
結
し
て
い
た
。
一
方
、
満
州
に
対
す
る
中
華
民
国
の
主
権
は
「
明
ら
か
に
名
目
だ
け
で
あ
っ
た
」。「
リ
ッ
ト

ン
報
告
書
」
が
そ
の
事
実
を
認
め
な
か
っ
た
の
で
、
日
本
側
は
そ
の
結
論
に
賛
成
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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以
上
の
異
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
レ
イ
博
士
は
「
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
」
を
う
ま
く
利
用
・
引
用
し
て
、
張
作
霖
政
権
の
軍
国
独
裁
、
腐

敗
堕
落
と
「
上
か
ら
の
暴
力
」
を
描
い
た
。
そ
し
て
、
第
三
回
講
演
『〔
満
州
に
お
け
る
〕
日
本
の
権
利
』
で
は
、
日
本
は
張
家
の
「
暴

虐
」
か
ら
満
州
の
民
衆
を
救
済
し
た
、
と
述
べ
た
。

満
州
に
お
け
る
日
本
の
政
策
と
行
動
を
説
明
し
た
レ
イ
博
士
は
、
日
本
の
権
利
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
地
域
の
開
発
と
「
文
明
化
」
の

た
め
の
努
力
を
特
に
強
調
し
て
い
た
。
当
時
、
フ
ラ
ン
ス
の
保
守
的
な
知
識
人
は
い
つ
も
日
本
植
民
地
政
策
の
「
文
明
化
的
」
役
割
と
そ

の
成
果
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
レ
イ
博
士
は
、
経
済
発
展
に
限
ら
ず
、
衛
生
と
教
育
の
分
野
に
お
け
る
日
本
の
実
績
を
紹
介
し
て
、
満

鉄
の
役
割
を
詳
細
に
説
明
し
た
。
本
稿
の
テ
ー
マ
か
ら
見
れ
ば
、
彼
が
日
本
の
植
民
地
政
策
を
「
文
明
化
」
と
評
価
し
た
の
は
特
に
重
要

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
中
華
民
国
と
そ
の
擁
護
者
は
そ
の
結
論
に
賛
成
で
き
な
か
っ
た
が
。

第
四
回
講
演 『
事
変
』 

は
、
国
民
党
政
権
及
び
張
学
良
政
権
に
よ
る
条
約
違
反
案
件
を
中
心
に
、 

そ
の
反
日
政
策
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

レ
イ
博
士
は
、 

日
本
に
は
満
州
で
の
法
律
上
認
め
ら
れ
た
立
場
と
利
益
を
守
る
権
利
が
あ
り
、 

そ
の
権
利
は
出
兵
に
も
及
ぶ
、 

と
強
調
し
た
。

第
五
回
講
演
『
満
州
の
新
国
家
』
で
レ
イ
博
士
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
結
果
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
建
て
ら
れ
た
新
し
い
国
家
と
そ

の
独
立
性
を
想
起
さ
せ
て
、
満
州
国
の
建
国
を
ま
っ
た
く
合
法
的
と
判
断
し
た
。
情
報
不
足
を
理
由
に
し
て
レ
イ
博
士
は
、
満
州
国
の
将

来
を
具
体
的
に
予
測
し
な
か
っ
た
が
、
満
州
を
開
発
・
振
興
す
る
日
本
の
希
望
と
志
向
を
特
に
強
調
し
た
。
彼
は
日
本
植
民
地
政
策
の
そ

れ
ま
で
の
結
果
を
高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
、
満
州
国
の
場
合
に
も
か
な
り
楽
天
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

満
州
事
変
が
東
亜
に
限
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
意
義
も
あ
る
と
は
っ
き
り
理
解
し
た
レ
イ
博
士
は
、
最
終
の
第
六
回
講
演
『
満
州
問
題

と
国
際
政
治
』
で
、
日
中
紛
争
の
将
来
を
検
討
し
た
際
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
考
え
る
よ
り
和
解
の
可
能
性
が
高
く
…
…
外
交
の
分
野
で
両

国
の
間
に
存
在
す
る
問
題
は
平
和
的
解
決
が
可
能
だ
」、
と
宣
言
し
た
。

講
演
の
内
容
と
論
拠
を
公
平
に
検
討
す
れ
ば
、
レ
イ
博
士
は
日
本
の
事
情
を
詳
細
に
且
つ
う
ま
く
説
明
し
た
と
結
論
で
き
る
。
日
本
大
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使
館
顧
問
と
い
う
立
場
を
離
れ
て
も
、
彼
は
日
本
が
本
当
に
正
義
に
立
っ
て
い
る
と
確
信
し
て
い
た
だ
ろ
う
、
と
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
は
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
人
気
を
博
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

一
九
四
〇
年
末
、
レ
イ
博
士
は
新
作
『
日
本

─
近
代
的
大
国
』
を
執
筆
し
て
、
翌
年
に
単
行
本
と
し
て
パ
リ
で
出
版
し
た
。
著
者
が

訪
問
し
た
日
本
、
台
湾
、
朝
鮮
の
印
象
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
般
読
者
向
け
の
「
近
代
日
本
入
門
」
に
は
、
特
に
目
を
引
く

よ
う
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
内
容
は
少
な
い
が
、
レ
イ
博
士
は
同
著
の
中
で
、
台
湾
原
住
民
の
居
住
地
域
で
「
同
時
に
警
察
官
、
学
校
教
師
と

市
場
の
担
当
者
で
あ
る
一
人
の
日
本
人
歩
哨
」
を
見
た
時
の
印
象
を
、「
二
つ
の
世
界
の
間
に
動
い
て
い
る
分
界
」
と
評
し
た
。
ま
た
朝
鮮

に
は
伝
統
的
な
文
明
が
殆
ど
な
く
な
っ
て
、
そ
の
「
思
い
出
」
し
か
残
っ
て
な
い
が
、
愛
国
的
心
情
と
民
族
の
習
慣
は
生
き
て
い
る
。「
日

本
政
府
は
そ
の
国
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
努
力
を
特
に
傾
注
す
る
だ
ろ
う
」
と
レ
イ
博
士
は
結
論
し
て
い
る（

（1
（

。

チ
ュ
リ
エ
法
学
博
士
は
国
際
連
盟
で
の
満
州
問
題
と
日
中
闘
争
を
分
析
す
る

前
掲
の
著
者
と
違
っ
て
、
A
・
R
・ 

チ
ュ
リ
エ
（A

. R. T
ullié

）
は
、
経
歴
が
詳
ら
か
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
研
究
論

文
『
満
州
と
国
際
連
盟
で
討
論
さ
れ
た
中
日
紛
争（

（1
（

』
は
、
現
在
で
も
価
値
が
あ
る
、
と
結
論
で
き
る
。

本
書
は
、
一
九
三
五
年
初
に
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
大
学
で
法
学
博
士
論
文
と
し
て
審
査
さ
れ
た
。
筆
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ネ
ッ
ト
古
本
屋
で

博
士
論
文
と
し
て
印
刷
さ
れ
た
本
書
を
見
付
け
た
が
、
の
ち
に
収
集
し
た
本
書
の
タ
イ
ト
ル
・
ペ
ー
ジ
に
「
法
学
博
士
」
と
書
か
れ
て
い

た
の
で
、
著
者
が
学
位
を
受
け
た
と
理
解
で
き
る
。
同
書
に
は
著
者
の
サ
イ
ン
と
一
九
三
五
年
四
月
二
十
七
日
の
日
付
も
あ
る
。

著
者
自
身
の
発
言
に
よ
れ
ば
、
博
士
に
な
る
前
に
チ
ュ
リ
エ
は
「
極
東
で
十
五
年
間
に
暮
ら
し
て
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
ア
ジ
ア
人
と
交
際

し
た
」。
恐
ら
く
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ン
ド
シ
ナ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
の
ち
に
チ
ュ
リ
エ
博
士
は
、
一
九
三
七
年
に
ハ
ノ
イ
で
出
版
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さ
れ
た
「
ラ
オ
ス
の
友
」
会
の
機
関
誌
を
編
集
し
た（

（1
（

。

著
者
は
、『
前
書
』
に
「
我
が
目
的
は
理
解
す
る
こ
と
…
…
ア
ジ
ア
の
魂
に
近
づ
く
こ
と
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
本
書
は
、
学
位
論
文
と

し
て
執
筆
さ
れ
た
の
で
、
著
者
の
調
査
方
法
は
公
平
だ
っ
た
と
言
え
る
が
、
そ
の
結
論
は
、
中
国
の
立
場
よ
り
日
本
の
立
場
を
支
持
し
て

い
る
。

学
位
論
文
で
は
著
者
の
政
治
的
な
立
場
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、 

少
な
く
と
も
チ
ュ
リ
エ
博
士
は 「
左
翼
」 

で
は
な
い
、 

と
了
解
で
き
る
。

著
者
は
、
本
書
の
第
一
部
『
問
題
の
構
成
分
子
』
第
一
章
で
『〔
満
州
の
〕
地
理
・
歴
史
の
情
報
』
を
収
集
・
調
査
し
た
結
果
、
エ
ス

カ
ッ
ラ
ー
博
士
等
の
テ
ー
ゼ
「
満
州
が
支
那
本
部
の
一
部
だ
」
を
分
析
し
て
批
判
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
有
名
な
東
洋
学
者
・
中
国
通
の
ア

ン
リ
・
マ
ス
ペ
ロ
博
士
の
意
見
「
そ
の
国
（
蒙
古
、
満
州
、
チ
ベ
ッ
ト
、
ム
ス
リ
ム
地
域
）
は
支
那
本
部
の
構
成
要
素
で
は
な
い
。
そ
れ

ら
は
家
来
の
国
で
あ
り
、
中
国
人
〔
漢
民
族
〕
よ
り
満
州
朝
〔
清
朝
〕
の
家
来
で
あ
っ
た
」
を
引
用
し
て
、
チ
ュ
リ
エ
博
士
は
「
満
州
民

族
に
は
、
中
華
民
国
か
ら
離
れ
て
独
立
性
を
主
張
す
る
権
利
が
あ
る
」、
と
断
言
し
て
い
る
。　

同
第
二
章
で
『
満
州
で
の
日
本
の
侵
入
の
理
由
』
を
検
討
し
た
結
果
、
著
者
は
そ
の
政
治
的
理
由
（
帝
政
ロ
シ
ア
及
び
ソ
連
の
東
方
拡

大
、
中
国
で
の
列
強
の
侵
入
）、
経
済
的
理
由
（
日
本
の
人
口
過
剰
と
資
源
不
足
）、
社
会
的
理
由
（
近
代
化
の
結
果
に
伴
う
国
内
社
会
の

緊
張
、
経
済
危
機
の
結
果
に
伴
う
失
業
と
貧
乏
）
を
総
合
的
に
検
討
し
て
い
る
。
チ
ュ
リ
エ
博
士
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
満
州
へ
の
日
本
の

侵
入

─
特
に
経
済
的
侵
入

─
は
そ
の
諸
問
題
の
解
決
策
に
な
る
。
以
上
は
レ
イ
博
士
の
結
論
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

同
第
三
章
で
の
『
満
州
の
資
源
と
日
本
の
利
益
の
範
囲
』
の
分
析
は
、
以
上
の
見
解
・
結
論
を
支
持
し
て
い
る
。
日
本
だ
け
が
満
州
の

資
源
を
開
発
し
て
、
地
域
の
経
済
、
イ
ン
フ
ラ
、
現
地
人
口
の
生
活
を
近
代
化
・
振
興
し
た
、
と
著
者
は
強
調
し
た
。

同
第
四
章
で
著
者
は
国
際
法
の
立
場
か
ら
見
て
『
満
州
に
お
け
る
日
本
の
権
利
』
を
概
説
・
検
討
し
た
。

本
書
の
第
二
部
『
紛
争
』
で
著
者
は
、
一
九
三
一
年
の
事
情
に
限
定
せ
ず
、
第
一
章
『
紛
争
の
昔
か
ら
の
理
由
』
で
一
九
〇
五
年
か
ら
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の
日
中
（
以
前
日
清
）
摩
擦
を
検
討
し
て
、
満
州
で
の
日
本
人
に
対
す
る
「
中
国
人
の
強
盗
行
為
」
の
フ
ァ
ク
タ
ー
と
共
に
、「
強
盗
団
の

元
団
長
」
と
呼
ば
れ
た
張
作
霖
、
の
ち
そ
の
長
男
張
学
良
に
よ
る
「
苛
政
」（
特
に
財
政
と
税
制
の
分
野
で
、
ま
た
阿
片
の
生
産
と
売
買
）

の
フ
ァ
ク
タ
ー
の
否
定
的
な
影
響
を
強
調
し
た
。

同
第
二
章
『
紛
争
の
直
截
な
理
由
』
で
著
者
は
一
九
三
一
年
の
出
来
事
を
概
説
し
た
。
第
二
章
の
倍
も
あ
る
第
一
章
を
読
め
ば
読
む
ほ

ど
、
読
者
は
、
日
中
紛
争
が
最
近
の
こ
と
で
は
な
く
、
歴
史
の
長
く
深
い
理
由
が
あ
る
、
と
結
論
で
き
る
。

本
書
の
第
三
部
『
国
際
連
盟
で
討
論
さ
れ
た
紛
争
』
で
チ
ュ
リ
エ
博
士
は
、
国
際
連
盟
で
の
中
国
と
日
本
の
討
論
と
双
方
の
論
拠
を
綿

密
に
調
査
し
て
、
他
国
の
立
場
も
分
析
し
た
。
第
一
章
は
一
九
三
一
年
九
月
十
八
日
か
ら
一
九
三
二
年
二
月
末
（
満
州
国
の
建
国
）
ま
で

の
時
期
、
第
二
章
は
一
九
三
二
年
二
月
末
か
ら
一
九
三
三
年
三
月
末
（
日
本
の
国
際
連
盟
脱
退
通
告
）
ま
で
の
時
期
の
事
情
を
研
究
し
て

い
る
。
国
際
連
盟
の
理
事
会
で
の
討
論
記
録
、
そ
の
提
案
と
決
議
、
ま
た
「
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
」
は
本
書
の
主
要
な
資
料
に
な
っ
た
。

最
後
に
、
同
第
三
章
『
日
本
の
弁
護
』
で
著
者
は
、
日
本
側
の
論
拠
、
ま
た
日
本
側
の
立
場
を
支
持
す
る
論
拠
と
事
情
を
総
括
し
た
。

日
本
側
の
「
弁
護
士
」
と
し
て
チ
ュ
リ
エ
博
士
は
、
主
要
な
賛
否
を
検
討
し
た
結
果
、
日
本
の
行
動
を
「
合
法
的
防
衛
」
と
最
終
的
に
判

断
し
た
。
国
際
連
盟
の
決
議
に
反
対
し
て
日
本
は
「
無
罪
」
で
あ
る
と
こ
の
フ
ラ
ン
ス
人
法
学
者
は
述
べ
た
の
で
あ
る
。

本
書
の
『
結
論
』
で
、
英
米
を
中
心
と
す
る
列
強
は
日
本
を
国
際
的
に
差
別
し
て
い
る
と
共
に
、
そ
の
長
期
的
な
差
別
に
反
発
す
る
日

本
の
政
策
を
「
国
際
法
違
反
」、「
侵
略
」
と
し
て
批
判
し
て
い
る
、
と
著
者
は
確
定
し
て
、
そ
の
行
為
を
「
国
際
連
盟
の
致
命
的
な
間
違

い
」
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
チ
ュ
リ
エ
博
士
は
、
欧
州
か
ら
離
れ
て
不
満
を
抱
い
た
日
本
は
、
ア
ジ
ア
の
勢
力
を
統
一
し
て
、「
反
白
人
」

の
グ
ロ
ー
バ
ル
運
動
の
指
導
者
に
な
る
可
能
性
が
高
い
、
と
い
う
見
解
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
西
洋
の
反
日
政
策
は
西
洋
の
安
全
保
障
に

直
截
的
な
危
険
を
も
た
ら
す
と
し
て
、「
列
強
が
日
本
の
公
正
を
認
め
て
、
再
び
日
本
を
信
頼
し
、
日
本
と
協
調
し
、
日
本
に
好
感
を
表
わ

す
こ
と
に
期
待
し
よ
う
」、
と
最
後
に
述
べ
て
い
る
。



― 73 ―

フランス知識人が見た日本の大陸・植民地政策 （一）

欧
米
か
ら
見
た
日
本
の
大
陸
政
策
・
植
民
政
策
の
調
査
・
分
析
は
、
主
に
政
府
、
官
僚
、
外
交
官
の
立
場
と
見
解
に
限
ら
れ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
国
家
の
対
外
政
策
を
担
当
し
て
、
統
制
し
た
人
物
の
思
想
と
行
動
は
歴
史
的
に
最
も
大
事
で
あ
る
が
、
世
論
と
国
策
に
影
響
を
及

ぼ
し
た
知
識
人
、
政
治
評
論
家
な
ど
の
日
本
観
も
重
要
だ
、
と
筆
者
は
確
信
し
て
、
本
研
究
を
続
け
る
所
存
で
あ
る
。

《
注
》

⑴　

渡
辺
利
夫
『
ア
ジ
ア
を
救
っ
た
近
代
日
本
史
講
義

─
戦
前
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
拓
殖
大
学
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
、
二
〇
一
四
年
）
二
二
九
頁
。

⑵　

フ
ラ
ン
ス
語
の
「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
」
関
係
資
料
・
著
作
・
研
究
論
文
は
汗
牛
充
棟
さ
な
が
ら
で
あ
る
が
、
日
本
語
で
は
ま
だ
わ
ず

か
な
入
門
書
し
か
出
て
い
な
い
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
プ
レ
ヴ
ォ
タ
著
／
斎
藤
か
ぐ
み
訳
『
ア
ク
シ
オ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ　

フ
ラ
ン
ス
の
右
翼
同
盟
の
足

跡
』（
白
水
社
、
文
庫
ク
セ
ジ
ュ
、
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。
詳
細
な
通
史
研
究
は
、Eugen W

eber, L’A
ction française (Paris: Stock, 1964)

。

⑶		

フ
ラ
ン
ス
語
で
出
版
さ
れ
た
モ
ー
ラ
ス
の
作
品
は
多
種
多
様
だ
が
、
外
国
語
翻
訳
は
乏
し
く
、
政
治
論
文
は
含
ま
れ
な
い
。
日
本
語
翻
訳
は
文
学
が

中
心
で
あ
る
。
後
藤
敏
雄
訳
『
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
恋
人
た
ち
』（
彌
生
書
房
（
彌
生
選
書
）
一
九
七
二
年
）、
畠
中
敏
郎
訳
『
ミ
ス
ト
ラ
ル
の
智
慧
』（
青

山
社
、
一
九
八
七
年
）
が
あ
る
。
評
伝
は
、 Yves Chiron, La vie de M

aurras (Paris: Godefroy de Bouillon, 1999)

。
弟
子
の
筆
に
な
る
モ
ー

ラ
ス
思
想
と
そ
の
影
響
の
分
析
は
、 Henri M

assis, M
aurras et notre tem

ps. V
ol. 1 -2 (Paris-Genève: La Palatine, 1951)

。

⑷		

イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
政
策
及
び
そ
の
統
治
・
統
制
モ
デ
ル
の
相
違
を
検
討
す
る
論
文
は
多
い
が
、
現
在
で
も
価
値
が
高
い
分
析
は

1
9
0
2
年
に
初
め
て
出
版
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
人
学
者
の
論
文
、Paul Sam

uel Reinch, Colonial G
overnm

ent: A
n Introduction to the Study 

of Colonial Institutions (Freeport N
Y

: Books for Libraries, 1970)
。

⑸		
Jacques Bainville, Journal, 1919 -1926 (Paris: Plon, 1949), pp. 97 -98
。
表
題
は
「
日
記
」
と
訳
せ
る
が
、
著
者
の
日
記
で
は
な
く
、
新

聞
記
事
の
短
編
集
で
あ
る
。
バ
ン
ヴ
ィ
ル
評
伝
も
参
照
さ
れ
た
い
、Dom

inique D
echerf. Bainville. L’intelligence de l’histoire. Biographie 

(Paris: Bartillat, 2000) pp. 293 -296

。

⑹		
Jacques Bainville, Journal, 1927 -1935 (Paris: Plon, 1949), pp. 147 -148

。
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⑺		

同
上
、pp. 161 -164

。

⑻		

同
上
、pp. 199 -200

。

⑼		
Jacques Bainville, La R

ussie et la Barrière de l‘E
st (Paris: Plon, 1937), p. 277 -278

。
新
聞
記
事
集
で
あ
る
。

⑽		
Pierre-M

arie D
ioudonnat, «Je suis partout», 1930 -1944. Les m

aurrassiens devant la tentation fasciste (Paris: La table ronde, 
1973), p. 43

。

⑾		
M

arcel D
éat, M

ém
oires politiques (Paris: D

enoël, 1989), p. 242

。

⑿		

同
上
、p. 420
。

⒀		
Jacques Bainville, Journal, 1927 -1935, p. 200

。

⒁		
Jean Ray, La Position, l’O

euvre et la Politique du Japon en M
andshourie. Six conférences faites du 9 m

ars au 4 m
ai 1933 au 

Centre E
uropéen de la D

otation Carnegie à Paris (Paris: Publications de la Conciliation Internationale, 1933)

。
本
稿
で
以
下
の
引

用
は
全
て
同
著
・
同
書
か
ら
で
あ
る
。

⒂		

筆
者
は
当
時
の
和
英
両
語
で
記
載
さ
れ
た 
『
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
・T

he Report of the Com
m

ission of Enquiry into the Sino-Japanese 
D

ispute

』（
中
央
公
論
別
冊
附
録
、 

一
九
三
二
年
） 
を
利
用
し
た
。

⒃		
Jean Ray, Le Japon, grande puissance m

oderne (Paris: Plon, 1941) , p. 219 -234

。
一
九
四
二
年
と
一
九
四
三
年
に
再
版
さ
れ
た
。

⒄		
A

. R. T
ullié, La M

andchourie et le conflit Sino-Japonais devant la Société des N
ations (Paris: Librairie du Recueil Sirey, 

<1935>)

。
本
稿
で
以
下
の
引
用
は
全
て
同
著
・
書
か
ら
で
あ
る
。

⒅		
Bulletin des «A

m
is du Laos», sous la direction de A

.R.T
ullié. N

o. 1 (H
anoi: Im

prim
erie T

aupin, 1937) 

。
フ
ラ
ン
ス
の
ネ
ッ
ト
古

本
屋
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

（
原
稿
受
付　

二
〇
一
七
年
十
一
月
二
日
）


